
 

第 3章 基本計画の検証の質問に対する事務局の考え方 
 

 

No. 質 問 内 容 事務局の考え方 

１ 

章ごとの検証と節ごとの検証を分けている

意味が不明です。（同様の内容が掲載されてい

ます。）ねらいをはっきりさせ、大きなくくり

としての章と細かい内容の節に分けてはどう

でしょうか。 

「節ごと」の検証は、今後の総合計画の見

直しにあたって、施策の方向性等の検討に活

用することを主な狙いとしています。 

 「章ごと」の検証は、章ごと（施策の大綱

別）でどのような成果があり課題があるのか、

市民から見て概要が分かりやすくなることを

主な狙いとしています。 

２ 

「章ごと」の検証は、「節ごと」の検証の抜

粋になっており必要ないのではないでしょう

か。せめて節をまたがる施策に限定すべきで

はありませんか。 

「章ごと」の検証は、章ごと（施策の大綱

別）でどのような成果があり課題があるのか、

市民から見て概要が分かりやすくなることを

主な狙いとしていますが、課題検討集の掲載

項目として必要かどうかについては、再度検

討します。 

３ 

今回、事務局案として課題検討集の中に記

載されている各項目については、昨年 10 月

に提出した「第 3 次総合計画検証シート」の

内容に基づいたものになっていると思われま

す。 

しかし、この検証シートは、現行の第 3 次

総合計画の内容を前提として作成したもので

あり、現在、総合計画の見直し方法が、抜本

的な内容の見直しというやり方に転換されて

いる以上、今回の検討対象となっている各項

目の内容についても、改めて現在の市内情勢

を踏まえて、各部署において再構築する必要

があるのではないでしょうか。 

これまでの検討は、社会経済情勢の変化、

吹田市の状況、市民意識調査の結果などをも

とに現行の総合計画の検証を行っていただい

たものです。 

現行の第 3 次総合計画の成果や課題などの

状況把握については、見直しの方向が変わっ

たとしても、基礎的な調査として必要です。 

これまで検討していただいたことについて

は、「協働の視点」、「戦略的な視点」及び「庁

内ガバナンスの視点」で計画を再構築する際

に活用できるものと考えています。 

４ 

P37（今後の取組みにおける課題）のなか

で、「男女共同参画センターの活性化につなが

るよう～」という表現がありますが、今後予

定されている公共施設最適化との整合性は考

えなくてもいいのでしょうか。 

 

現時点で、公共施設の最適化方針に関する

取組と「男女共同参画センターの活性化」は、

齟齬が無いものと考えています。 
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５ 

P42の②の最初の項目で、小中一貫教育推

進のための「市内の先進的取組」とはどのよ

うなことですか。 

以下の事務局案で修正します。 

 

平成 23年（201１年）4月に開校した「千

里みらい夢学園」の取組を他の中学校ブロッ

クに発信し、カリキュラム編成も含めた小中

一貫の更なる推進に取り組む必要がありま

す。 

６ 

P42の②で、子どもの育成には、学校（教

員）と家庭（親）の資質向上と協力が必要で

あると思いますが、吹田では「親学」の取組

について検討するつもりはありませんか。 

担当作業部会で、「親学」の検討の取扱いに

ついて、検討していただきたいと考えていま

す。 

 

６ 


